業務分掌表（作成例）
	業務分掌表
役職

氏名

業務内容

◎

代表取締役　会長

○○　○○

◎

代表取締役　社長

○○　○○

◎

取締役

○○　○○

○○担当

取締役

○○　○○

△△担当

取締役

○○　○○

□□担当

　　◎の者が薬事に関する責任を有する役員であることを証明する。

○○年○○月○○日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　秋田県秋田市八橋南一丁目○番○号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　株式会社　○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　○○○○




（注意）登記事項証明書に載っている役員を全て記載し、薬事に関する責任を有する役員を明示してください。
「責任役員」の定義
各許可等業者において、各役員が分掌する業務の範囲を決定した結果、その分掌する業務の範囲に、薬事に関する法令に関する業務（薬事に関する法令を遵守して行わなければならない業務）が含まれる役員が「責任役員」に該当する。
薬事に関する法令とは、薬機法、麻薬及び向精神薬取締法（昭和28 年法律第14号）、毒物及び劇物取締法（昭和 25 年法律第 303 号）並びに 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行令昭和36年政令第11号第１条の３各号に規定する薬事に関する法令をいう。
「責任役員」の範囲
(1) 株式会社（特例有限会社を含む。）：会社を代表する取締役及び薬事に関する法令に関する業務を担当する取締役
(2) 持分会社：会社を代表する社員及び薬事に関する法令に関する業務を担当する社員
(3) その他の法人：上記に準ずる者
